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要
旨

平
成
二
十
年
三
月
告
示
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
に
お
け
る

「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
日
本
語
の
特
質
に
関
す
る
項
目
」
追
加
に
伴
っ

て
、
中
学
校
国
語
の
授
業
に
お
い
て
、
古
文
・
漢
文
の
音
読
な
ど
古
典

に
関
す
る
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
点

か
ら
、
筆
者
は
、
明
治
期
以
来
継
承
さ
れ
て
き
た
「
言
語
芸
術
」
で
あ

る
〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
教
材
と
し
た
教
育
実
践
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ

は
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
多
く
が
伝
統
的
な
美
文
を
歌
詞
に
持
つ
と
と

も
に
、
歌
詞
の
内
容
に
日
本
的
情
緒
や
日
本
の
伝
統
文
化
と
の
関
連
が

強
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
語
教
材
と
し
て
有
用
で
あ
る
と
考
え

た
た
め
で
あ
る
。
教
育
実
践
で
は
、
生
徒
に
〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞

の
内
容
を
言
語
活
動
を
通
じ
て
学
習
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
日
本
古
来
の

自
然
や
風
景
の
美
し
さ
や
日
本
語
自
体
の
美
し
さ
に
対
す
る
生
徒
の
興

味
・
関
心
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
〈
文
部
省
唱

歌
〉
が
、
中
学
校
国
語
の
国
語
教
材
と
し
て
、
生
徒
の
知
的
好
奇
心
を

刺
激
し
、
学
習
意
欲
を
持
た
せ
る
契
機
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
古
典
学

習
の
導
入
教
材
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
研
究
で
は
、
中
学
一
年
生
の
国
語
の
授
業
に
お
け
る
教
育
実
践
を

通
し
て
、〈
文
部
省
唱
歌
〉『
夏
は
来
ぬ
』
が
、
古
典
学
習
、
特
に
和
歌

の
学
習
の
導
入
教
材
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
、
は
じ
め
に

平
成
二
十
年
三
月
告
示
の
中
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
お
よ
び
平

成
二
十
一
年
三
月
告
示
の
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
は
、「
伝

統
的
な
言
語
文
化
と
日
本
語
の
特
質
に
関
す
る
項
目
」
の
追
加
を
特
徴

と
す
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
科
解
説
で
は
、

中
等
国
語
教
育
に
お
け
る
文
部
省
唱
歌
利
用
の
可
能
性
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日
本
の
こ
と
わ
ざ
や
古
文
・
漢
文
の
音
読
な
ど
、
古
典
に
関
す
る
学
習

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
等
学
校
学
習
指

導
要
領
国
語
科
解
説
で
は
、
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実
の
た

め
に
、
古
典
、
武
道
・
伝
統
音
楽
・
美
術
文
化
・
衣
食
住
の
歴
史
や
文

化
に
関
す
る
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

両
学
習
指
導
要
領
で
は
、
言
語
感
覚
を
豊
か
に
し
、
伝
統
的
な
言
語
文

化
に
親
し
む
た
め
の
教
育
実
践
だ
け
で
な
く
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
を

継
承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
教
育
実
践
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
す
で
に
筆
者
は
「
文
化
的
な
言
語
生
活
」

に
も
と
づ
く
教
材
の
一
つ
と
し
て
、
明
治
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、

生
活
の
中
で
継
承
さ
れ
て
き
た
「
言
語
芸
術
」
で
あ
る
〈
文
部
省
唱
歌
〉

に
注
目
し
、
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
で
授
業
実
践
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
生
徒
の
多
く
が
〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
旋
律
に
は
触
れ
た
こ

と
が
あ
る
が
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
未
知
で
あ
る
こ

と
や
、
歌
詞
は
既
知
で
あ
っ
て
も
内
容
は
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
号
で
報
告
し
た
授

業
実
践
で
は
、
生
徒
に
〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
の
内
容
を
言
語
活
動

を
通
じ
て
学
習
さ
せ
、
日
本
古
来
の
自
然
や
風
景
の
美
し
さ
、
日
本
語

そ
の
も
の
の
美
し
さ
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
こ
と
を
試
み

た
。
そ
の
結
果
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
が
、
国
語
科
に
お
い
て
生
徒
の
知

的
好
奇
心
を
刺
激
し
、
学
習
意
欲
を
持
た
せ
る
契
機
と
な
る
こ
と
、
ま

た
、
古
典
学
習
の
導
入
教
材
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
は
、
伝
統
的
な
美
文
を
歌
詞
と
し
て

持
つ
こ
と
を
特
徴
と
す
る
と
と
も
に
、
歌
詞
の
内
容
に
は
、
日
本
的
情

緒
や
日
本
の
伝
統
文
化
に
関
連
を
持
つ
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
国
語

教
材
と
し
て
利
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
前
号
の
報
告
に
引
き
続
き
、
平
成
十
七
年
四
月

か
ら
平
成
十
九
年
三
月
ま
で
、
私
立
女
子
中
高
一
貫
校
（
東
京
都
）
の

中
学
一
年
生
の
国
語
の
授
業
に
お
い
て
〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
利
用
し
た

教
育
実
践
を
通
し
て
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
が
、
古
典
学
習
、
特
に
和
歌

の
学
習
の
導
入
教
材
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。

二
、
本
研
究
の
位
置
づ
け

前
号
の
報
告
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
唱
歌
」
と
は
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
の
学
制
頒
布
以
来
用
い
ら
れ
て
き
た
、「
楽
器
に
合
わ
せ

て
歌
曲
を
正
し
く
歌
い
、
特
性
の
涵
養
情
操
の
陶
冶
を
目
的
と
す
る
教

科
目
」
お
よ
び
そ
の
授
業
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
歌
曲
を
示
す
語
で
あ

る一
。
堀
内
敬
三
氏
・
井
上
武
士
氏
は
、
明
治
以
来
の
「
唱
歌
」
と
は
、

初
等
・
中
等
の
学
校
で
教
科
用
に
用
い
ら
れ
、
日
本
語
で
歌
わ
れ
る
、

主
と
し
て
洋
楽
系
の
短
い
歌
曲
で
あ
り
、
歌
詞
は
教
訓
的
、
美
的
な
内

容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る二
。
こ
れ
ら
の
「
唱
歌
」
は
、
現
在

の
小
学
校
・
中
学
校
の
音
楽
の
授
業
に
お
い
て
も
教
材
と
さ
れ
て
い
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中等国語教育における文部省唱歌利用の可能性

る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
か
ら
昭
和

二
〇
年
（
一
九
四
五
）
ま
で
に
文
部
省
が
選
定
・
発
行
し
た
初
等
音
楽

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
教
育
用
歌
曲
で
あ
る
「
文
部
省
唱
歌三
」
に
、
堀

内
・
井
上
両
氏
の
言
う
「
唱
歌
」
を
合
わ
せ
た
も
の
を
〈
文
部
省
唱
歌
〉

と
表
記
す
る
。

〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
利
用
し
た
授
業
の
実
践
に
は
、
す
で
に
福
嶋
美

知
子
氏
に
報
告
が
あ
る
。
福
嶋
氏
は
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
は
じ
め
と

す
る
唱
歌
・
童
謡
を
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
」
と
規
定
し
、

日
本
文
化
お
よ
び
異
文
化
理
解
の
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
す
る
。
福
嶋

氏
は
『
ふ
じ
の
山
』『
雪
山
賛
歌
』
な
ど
の
「
山
」
に
関
連
し
た
歌
詞

を
持
つ
〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
教
材
と
し
て
、
外
国
の
童
謡
な
ど
と
比
較

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
外
国
人
留
学
生
（
大
学
生
）
の
日
本
文
化
理
解

を
促
す
授
業
を
実
践
し
た四
。

ま
た
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
に
は
、
日
本
で
古
来
か
ら
親
し
ま
れ
た
リ

ズ
ム
で
あ
る
「
七
五
調
」
を
歌
詞
に
採
用
し
た
も
の
が
多
い
。
中
村
佳

文
氏
は
、
こ
の
「
七
五
調
」
の
リ
ズ
ム
が
自
然
と
こ
と
ば
を
脳
裏
に
遺

す
と
す
る五
。
中
村
氏
は
、
歌
の
暗
誦
と
は
、
歌
の
意
味
や
内
容
を
意
識

す
る
こ
と
な
く
発
声
を
行
う
状
態
で
あ
る
と
し
、
歌
の
内
容
理
解
を
目

的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
学
習
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る六
。
一
方
で
、
若
井
勲
夫
氏
は
、
昭
和
六
十
一
年
の
時
点
で
、
小

学
校
・
中
学
校
の
音
楽
科
教
材
か
ら
多
く
の
〈
文
部
省
唱
歌
〉
が
多
く

姿
を
消
し
た
こ
と
や
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
の
解
釈
指
導
が
疎
か

に
さ
れ
た
こ
と
を
を
指
摘
し
た
う
え
で七
、
国
語
教
育
と
音
楽
教
育
の
双

方
に
お
け
る
唱
歌
の
積
極
的
な
利
用
を
提
唱
し
て
い
る
。
若
井
氏
は
、

現
代
文
の
教
科
書
に
も
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
近
代
以
降
の
文
学
作

品
の
中
に
唱
歌
が
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
明
治
期
・
大
正
期
の
〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
に
は
文
語
が
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
教
材
と
し
て
文
語
の
調

子
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
が
、
生
徒
の
言
語
生
活
を
豊
か
に
す
る
可
能
性

に
富
む
こ
と
を
強
調
す
る八
。
さ
ら
に
、
唱
歌
が
幅
広
い
年
代
の
人
々
に

と
っ
て
生
涯
学
習
の
た
め
の
教
材
に
な
る
と
い
う
事
例
も
兎
束
淑
美
氏

に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る九
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
か
ら
、
筆
者
は
、
中
学
校
国
語
の
授
業
で
〈
文

部
省
唱
歌
〉
を
暗
誦
す
る
こ
と
に
は
二
つ
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

一
つ
は
、
中
村
氏
の
論
考一
〇
に
あ
る
よ
う
に
、
生
徒
が
〈
文
部
省
唱
歌
〉

を
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌
詞
の
内
容
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
歌
詞
を

脳
裏
に
残
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
若
井

氏
の
論
考一
一
に
あ
る
よ
う
に
、
生
徒
が
歌
詞
の
内
容
を
学
習
し
、
把
握
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
古
典
的
仮
名
遣
い
や
文
語
と
い
っ
た
伝
統
的
な
美

文
に
触
れ
、
言
語
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
同
時
に
、
日
本
の
古
典
文
学

や
伝
統
文
化
へ
の
興
味
・
関
心
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
学
習
が
、
生
徒

の
多
く
が
苦
手
と
す
る
古
典
学
習
の
糸
口
と
な
る
可
能
性
も
持
つ
と
考

え
る
。
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三
、
授
業
の
年
間
計
画―

〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
教
材
と
し
て

本
研
究
で
は
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
教
材
と
し
て
、
中
学
一
年
生
の

国
語
科
で
教
育
実
践
を
行
っ
た
。
以
下
に
、
年
間
計
画
を
示
す
。

四
月　
『
花
』　

武
島
羽
衣
作
詞
・
滝
廉
太
郎
作
曲

五
月　
『
鯉
の
ぼ
り
』　

文
部
省
唱
歌

六
月　
『
夏
は
来
ぬ
』　

佐
佐
木
信
綱
作
詞
・
小
山
作
之
助
作
曲

九
月　
『
野
な
か
の
薔
薇
』　

近
藤
朔
風
訳
詞
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
作
曲

十
月　
『
故
郷
の
空
』　

大
和
田
建
樹
作
詞
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡

十
一
月
『
紅
葉
』　

高
野
辰
之
作
詞
・
岡
野
貞
一
作
曲

一
月　
『
雪
や
こ
ん
こ
』　

文
部
省
唱
歌

こ
の
よ
う
に
、
授
業
を
実
施
す
る
月
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
〈
文
部

省
唱
歌
〉
を
教
材
と
し
て
設
定
し
た
。〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
設
定
に
あ

た
っ
て
重
視
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
の

内
容
が
、
授
業
が
実
施
さ
れ
る
季
節
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
合
っ
た
〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
選
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
徒
の
多
く
が
歌
詞
の
意
味
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、

歌
詞
の
内
容
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た

た
め
で
あ
る
。
特
に
、
四
月
・
五
月
・
十
一
月
の
授
業
計
画
で
は
、
歌

詞
の
内
容
に
関
連
す
る
行
事
で
あ
る
花
見
・
端
午
の
節
句
・
紅
葉
狩
り

が
行
わ
れ
る
の
と
同
時
期
に
〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
教
材
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
徒
が
歌
詞
の
内
容
や
背
景
を
よ
り
良
く
理
解
で
き
る
だ
け

で
な
く
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
の
内
容
に
関
連
す
る
〈
伝
統
的
な

年
中
行
事
〉
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

こ
れ
は
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
の
内
容
に
、
現
代
の
生
活
の
中
で

は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
日
本
の
伝
統
文
化
や
、
現
代
の
生
活
の
中
に
根
付

く
日
本
の
伝
統
文
化
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
教
育
実
践

に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
述
べ
た一
二
。

な
お
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
教
材
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
四

点
を
考
慮
し
た
。

１
、 

現
代
の
生
活
に
も
根
ざ
し
て
お
り
、
生
徒
の
多
く
が
経
験
し
た

こ
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
行
事
に
関
係
の
あ
る
〈
文
部
省
唱
歌
〉

（
例
：
『
花
』、『
鯉
の
ぼ
り
』、『
紅
葉
』）

２
、 

歌
詞
の
内
容
に
関
連
す
る
事
柄
が
現
代
の
生
活
で
は
ほ
と
ん
ど

失
わ
れ
て
お
り
、
生
徒
が
経
験
す
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
文
章

や
図
に
よ
る
説
明
で
充
分
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
古
典

学
習
の
導
入
と
し
て
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
〈
文
部
省
唱
歌
〉

（
例
：
『
鯉
の
ぼ
り
』、『
夏
は
来
ぬ
』）

３
、 
過
去
に
、
音
楽
の
授
業
で
学
習
し
た
こ
と
が
あ
る
、
あ
る
い
は

学
校
・
地
域
の
行
事
に
お
い
て
歌
っ
た
・
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
〈
文
部
省
唱
歌
〉（
例
：
『
紅
葉
』、『
故
郷
の
空
』

（157）
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『
雪
や
こ
ん
こ
』）

４
、 

同
時
期
に
行
う
単
元
学
習
の
内
容
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

〈
文
部
省
唱
歌
〉（
例
：
『
野
な
か
の
薔
薇
』、『
故
郷
の
空
』、『
雪

や
こ
ん
こ
』）

ま
た
、
教
材
と
す
る
〈
文
部
省
唱
歌
〉
に
は
、
歌
詞
に
古
典
的
仮
名

遣
い
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
伝
統
的
な
日
本
の
情
緒
・
事
柄

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
の
多
い
明
治
・
大
正
期
の
唱
歌
を
選
定
し
た
。

こ
の
工
夫
は
、
生
徒
の
多
く
が
「
古
典
で
は
な
い
」
と
認
識
し
て
い
た

明
治
時
代
以
降
の
日
本
で
使
用
さ
れ
て
き
た
「
言
葉
」
が
、
想
像
以
上

に
古
典
の
言
葉
や
文
章
に
近
い
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
ね
ら
い
に
よ
る
も

の
で
あ
る一
三
。
な
お
、
既
に
述
べ
た
条
件
に
一
致
す
る
〈
文
部
省
唱
歌
〉

で
あ
っ
て
も
、
歌
詞
の
内
容
に
政
治
的
・
思
想
的
な
特
色
が
強
い
と
思

わ
れ
る
〈
文
部
省
唱
歌
〉
は
、
教
材
と
し
て
選
定
し
な
い
よ
う
工
夫

し
た一
四
。

四
、
授
業
の
単
元
計
画

〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
教
材
と
し
て
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の

よ
う
に
授
業
計
画
を
立
て
た
。

〔
単
元
の
目
標
〕

・ 〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
に
関
連
す
る
事
項
や
語
句
を
正
確
に
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
言
語
に
関
す
る
知
識
・
理
解
・
技
能
）

・ 〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
の
内
容
を
、
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
。（
読
む
能
力
）

・ 〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
の
内
容
か
ら
情
景
を
想
像
し
、
生
徒
相

互
に
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
話
す
能
力
・
聞
く
能
力
）

・ 〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
に
描
か
れ
た
日
本
の
情
緒
や
伝
統
的
な

事
柄
や
日
本
文
化
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。（
関
心
・
意

欲
・
態
度
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
項
目
）

・ 〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
持
続
的
に
継
承
し
て
ゆ
く
素
地
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。（
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
項
目
）

〔
指
導
計
画
〕

第
一
次　
〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
内
容
把
握 

…
…
…
…
…
…
…
第
１
時

第
二
次　
〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
暗
誦
と
内
容
の
確
認

…
…
…
…
第
２
時
│
７
時

第
三
次　
〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
内
容
の
確
認
と
課
題

…
…
…
…
…
…
…
第
８
時
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五
、
教
育
実
践
の
記
録

本
項
で
は
、
第
一
次
か
ら
第
三
次
ま
で
の
授
業
の
中
で
、
特
に
〈
文

部
省
唱
歌
〉
の
教
材
と
し
て
の
特
徴
が
見
ら
れ
た
第
一
次
（
第
１
時
）

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
教
材
は
、
第
三
項
に
述
べ
た
年
間

計
画
の
う
ち
、
六
月
の
〈
文
部
省
唱
歌
〉『
夏
は
来
ぬ一
五
』
を
利
用
し
た
。

実
践
の
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（155）

【本時の展開】

指導の
流れ 学習内容・学習活動 ○指導・支援と留意点

●評価

導入
（5-10分）

０．本時の学習目標を確認する
　　ノートに目標を記入する

１． 歌詞を黙読し、判らない単語に印
をつける

２．難読箇所にふりがなをつける

３．歌詞を音読する

４．模範歌唱を聴き、旋律を知る

○ 新しい〈文部省唱歌〉を学ぶこと、古典
学習に関わる内容であることを意識させる

○歌詞を配付し、黒板に歌詞を板書する

● 積極的に作業を行えているか、机間支援
をしながら確認する

● 範読を聞き、歌詞にふりがなをつけてい
るか
○ 音読の形に変化をつけ、個別に音読す
る、斉読するなどして読みを確認させる
●全員が歌詞を読めているか確認する

○模範歌唱（教員・視聴覚資料等）
● 一度で覚えられなくてもよいとアドバイ
スする

展開
（15-20分）

５．歌詞の感想を述べる

６． 歌詞の中の単語や事項を調べ、理
解する

７．歌詞の技巧を理解する

８．情景を想像して発言する

９．歌詞の音読練習をする

10．内容の確認をする

○発言を板書し、積極的な発言を促す
○ 重要な事項をノートに書くよう指導し、
机間支援を行う
●ノートをとることができているか

●積極的に発言できているか

●積極的に辞書を引いているか
○模範解答例を示す
○必要に応じて机間支援を行う

●既習の技巧を把握しているか
●漢文・和歌との関連を把握しているか
○解説・板書を行う

●積極的に考え、発表できているか
○身近な風景を例に挙げ、想像を補助する

●積極的に音読しようとしているか

○ 内容を把握できていることを、生徒に発
言させ、確認させる

終末
（5分）

11．『夏は来ぬ』を歌う ○大きな声で歌い、歌唱を促す
●歌えているかどうかを確認する

○ これから一ヶ月間、毎時間歌うことを確
認する

以降は通常通り、単元学習を行う

・〈文部省唱歌〉『夏は来ぬ』の歌詞を読み、歌詞の内容を把握する
・〈文部省唱歌〉『夏は来ぬ』の歌詞から、和歌に関連する事項を学ぶ

授業は、生徒の発言を中心に行う。
　・発表者に顔を向けるなど、生徒相互が積極的に発言ができる環境を作る
　・発表者は間違えることをおそれずに発言する
　・発表者の発言に対して、積極的な質疑を行う
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〔
本
時
の
目
標
〕

夏
の
〈
文
部
省
唱
歌
〉
で
あ
る
『
夏
は
来
ぬ
』
の
歌
詞
を
知
り
、
歌

詞
に
使
わ
れ
て
い
る
古
典
文
法
や
、
歌
語
の
内
容
を
理
解
し
、
古
典
学

習
に
活
か
す
素
地
を
身
に
つ
け
る
。

〔
導
入
段
階
〕

本
時
で
は
、『
夏
は
来
ぬ
』
を
教
材
と
し
て
使
用
し
た
。
理
由
の
一

つ
は
、
作
詞
者
で
あ
る
佐
佐
木
信
綱
が
歌
人
で
あ
り
、
叙
情
的
な
歌
詞

の
美
し
さ
が
、
教
材
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
古
典
学
習
を
始
め
て
古
典
文
法
や
和
歌
へ
の
興

味
・
関
心
を
持
つ
中
学
一
年
生
に
と
っ
て
、
歌
詞
の
中
に
歌
語
や
季
語

の
多
い
『
夏
は
来
ぬ
』
が
、
教
材
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
歌
詞
の
中
に
は
夏
に
関
連
す
る
単
語
が
多
く
、
歌
詞

の
内
容
か
ら
季
節
感
や
情
景
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
夏
は
来
ぬ
』
の
歌
詞
に
は
、
現
在
の
日
本
で

は
体
験
す
る
こ
と
の
難
し
い
夏
の
情
景
が
読
み
込
ま
れ
て
お
り
、
伝
統

的
な
日
本
の
情
緒
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

本
時
の
は
じ
め
に
、
生
徒
に
対
し
て
歌
詞
の
プ
リ
ン
ト
を
配
付
し
、

『
夏
は
来
ぬ
』
の
題
名
を
板
書
し
た
う
え
で
、
発
音
せ
ず
指
し
示
し
な

が
ら
、「
六
月
の
〈
文
部
省
唱
歌
〉
は
（『
夏
は
来
ぬ
』）
で
す
。
こ
の

題
名
に
つ
い
て
、
感
じ
た
こ
と
を
自
由
に
発
表
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
と

発
問
し
た
。
こ
の
発
問
に
対
し
、
生
徒
は
、
以
下
の
よ
う
な
回
答
を

し
た
。

・「
な
つ
は
こ
ぬ
！
だ
と
す
ご
く
強
そ
う
！
悪
役
み
た
い
」

・「「
ぬ
」
っ
て
、
否
定
形
で
す
か
？
」

・「「
来
ぬ
」
は
、「
こ
ぬ
」
で
す
か
？
「
き
ぬ
」
で
す
か
？
」

こ
れ
ら
の
回
答
を
板
書
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
に
自
由
な
質
疑

が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
時
が
〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
授
業
の
三
回
目

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
経
験
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
生
徒
の
質
疑
応
答
の
事
例
を
挙
げ
る
。

「
夏
は
来
な
い
、
だ
と
夏
の
歌
じ
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？
」（
複

数
の
生
徒
か
ら
同
様
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。）
│
「
で
も
、『
き
ぬ
』
っ

て
読
め
る
ん
だ
っ
け
？
」（
複
数
の
生
徒
か
ら
同
様
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。）
│
「
読
め
た
と
思
う
よ
。『
竹
取
物
語
』
に
な
か
っ
た
っ
け
？
」

│
「『
家
に
持
て
き
ぬ
』
だ
！
」（
複
数
の
生
徒
か
ら
同
様
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。）
│
「『
〜
し
ま
し
た
』
っ
て
か
ん
じ
の
意
味
だ
よ
ね
。」
│
「
そ

う
だ
っ
た
よ
ね
。」
│
「
否
定
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね
。」
│
「
夏
は
来
た
！

だ
ね
。」

こ
の
質
疑
応
答
で
は
、「
ぬ
」
が
否
定
形
で
あ
る
か
、
と
い
う
回
答
と
、

「
来
ぬ
」
の
読
み
が
「
こ
ぬ
」「
き
ぬ
」
ど
ち
ら
で
あ
る
か
、
と
い
う
回

答
に
対
し
て
、
そ
れ
を
再
認
識
し
た
生
徒
が
、
五
月
に
学
習
し
た
『
竹
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取
物
語
』
の
本
文
か
ら
、
類
似
の
表
現
を
自
発
的
に
探
し
な
が
ら
、
古

典
文
法
の
側
面
に
視
点
を
当
て
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

次
の
質
疑
応
答
は
、「『
き
ぬ
』
と
『
こ
ぬ
』」
に
つ
い
て
の
も
の
で

あ
る
。

「
否
定
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね
。」
│
「
で
も
、「
来
ぬ
」
っ
て
書
い
た
と

き
に
、
両
方
読
む
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。」
│
「
同
じ
書
き
方
な
の
に
、

違
う
意
味
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
、
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
？
」
│
「
古

典
っ
て
外
国
語
だ
よ
ね
。
私
で
き
る
気
が
し
な
い
よ
。」（
複
数
の
生
徒

か
ら
同
様
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。）
│
「
で
も
ち
ょ
っ
と
面
白
い
よ
ね
。」

こ
の
質
疑
応
答
で
は
、
前
述
の
質
疑
応
答
か
ら
、
授
業
は
じ
め
の
発

問
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
「「
来
ぬ
」
は
、「
こ
ぬ
」
で
す
か
？
「
き

ぬ
」
で
す
か
？
」
に
対
し
て
、
そ
れ
を
再
認
識
し
た
生
徒
が
、「
来
ぬ
」

と
い
う
表
記
に
、
複
数
の
意
味
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
現
代

の
言
葉
と
古
典
の
言
葉
に
異
な
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
発
見

し
た
。

こ
こ
で
、
多
く
の
生
徒
が
既
に
古
典
学
習
を
体
験
し
て
い
る
こ
と
と
、

発
言
の
際
に
挙
手
を
し
な
い
で
よ
い
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に
よ
り
、
次

の
よ
う
な
結
果
が
生
ま
れ
た
。
一
つ
は
、
生
徒
同
士
が
活
発
に
意
見
を

交
換
す
る
な
ど
、
自
主
的
な
学
習
態
度
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
が
、
学
習
経
験
の
少
な
い
古
典

学
習
に
通
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
生
徒
が
言
葉
の
意
味
の
判
断
に
迷

う
場
合
に
も
、
誤
り
を
恐
れ
ず
発
言
す
る
学
習
態
度
が
見
ら
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
見
に
対
し
て
も
、
他
の
生
徒

が
積
極
的
に
補
完
す
る
発
言
を
す
る
こ
と
が
習
慣
化
さ
れ
て
い
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。
生
徒
の
発
言
は
板
書
で
ま
と
め
、『
夏
は
来
ぬ
』
の

歌
詞
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
、
古
典
学
習
、
特
に
和
歌
の
学
習
に

関
連
す
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
た
。

こ
の
質
疑
応
答
の
後
に
、
歌
詞
を
黙
読
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
こ
の

と
き
、
わ
か
ら
な
い
単
語
や
、
初
め
て
見
る
言
葉
に
印
を
つ
け
る
よ
う

指
示
し
、
歌
詞
を
板
書
し
た
後
、
机
間
支
援
を
行
っ
た
。
黙
読
後
に
、

印
の
つ
い
た
単
語
や
言
葉
を
自
由
に
発
表
さ
せ
、
予
め
板
書
し
た
歌
詞

に
傍
線
を
つ
け
、
範
読
を
行
っ
た
。

範
読
の
後
に
、
二
回
斉
読
さ
せ
、
そ
の
後
、
生
徒
を
指
名
し
て
連
ご

と
に
歌
詞
を
音
読
さ
せ
た
。
板
書
し
た
歌
詞
に
は
、
難
読
漢
字
に
ふ
り

が
な
を
付
け
、
配
付
資
料
の
歌
詞
に
も
ふ
り
が
な
を
付
け
る
よ
う
指
示

し
た
。
生
徒
の
多
く
が
歌
詞
を
読
め
た
こ
と
を
確
認
し
、
視
聴
覚
資
料

を
利
用
し
た
模
範
歌
唱
を
聴
か
せ
た
。
複
数
の
生
徒
か
ら
「
内
容
が
難

し
く
て
覚
え
ら
れ
な
い
」「
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
意
見
が
出
た
が
、
内
容
は
本
時
で
こ
れ
か
ら
学
習
す
る
こ
と
、

ま
た
、
歌
詞
は
一
ヶ
月
か
け
て
覚
え
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
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  『
夏
は
来
ぬ
』　

作
詞
：
佐
佐
木
信
綱　
　

作
曲
：
小
山
作
之
助

一　

う
の
花は
な

の
に
お
う
垣か
き
ね根
に
、
時
ほ
と
と
ぎ
す鳥

　
　

早は
や

も
き
な
き
て
、
忍し
の
び
ね音
も
ら
す　

夏な
つ

は
来き

ぬ
。

二　

さ
み
だ
れ
の
そ
そ
ぐ
山や
ま
だ田
に
、
早さ

お

と

め

乙
女
が

　
　

裾す
そ

ぬ
ら
し
て
、
玉た
ま

苗な
え

う
う
る　

夏
は
来
ぬ
。

三　

橘
た
ち
ば
なの
か
お
る
の
き
ば
の
窓ま
ど

近ち
か

く

　
　

蛍
ほ
た
ると
び
か
い
、
お
こ
た
り
諫い
さ

む
る　

夏
は
来
ぬ
。

四　

楝
あ
う
ちち
る
川か
わ

べ
の
宿や
ど

の
門か
ど

遠と
お

く
、

　
　

水く
い
な鶏
声こ
え

し
て
、
夕ゆ
う
づ
き月
す
ず
し
き　

夏
は
来
ぬ
。

五　

さ
つ
き
や
み
、
蛍
ほ
た
ると
び
か
い
、
水く
い
な鶏
な
き
、

　
　

卯う

の
花は
な

さ
き
て
、
早さ

苗な
え

う
え
わ
た
す　

夏
は
来
ぬ
。

「
早
乙
女
」
は
原
作
で
「
賤し
ず
の
女め

」
と
あ
り
。「
さ
つ
き
や
み
」
を

「
夏
は
来
ぬ
」
と
も
あ
り
。（
作
詞
者一
六）

〔
展
開
段
階
〕

導
入
段
階
に
お
い
て
〈
文
部
省
唱
歌
〉『
夏
は
来
ぬ
』
の
題
名
と
歌

詞
を
意
識
化
さ
せ
た
あ
と
で
、
次
に
、
唱
歌
の
内
容
に
つ
い
て
学
習
し

た
。
導
入
部
分
で
挙
げ
さ
せ
た
単
語
を
抜
き
出
し
て
板
書
し
、
生
徒
に

は
「
こ
れ
ら
の
言
葉
の
意
味
を
知
っ
て
い
る
人
は
い
ま
す
か
？
」
と
発

問
し
、「
周
り
の
席
の
人
と
、
お
互
い
に
質
問
し
て
み
ま
し
ょ
う
」「
辞

書
で
言
葉
の
意
味
を
調
べ
て
発
表
し
ま
し
ょ
う
」
と
指
示
し
た
。
多
く

の
生
徒
が
電
子
辞
書
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
短
時
間
で
意
味
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
た
（
例
：
「
卯
の
花
」「
早
乙
女
」「
裳
裾
」「
水
鶏
」）。

ひ
と
つ
の
語
に
つ
い
て
複
数
の
意
味
が
回
答
さ
れ
る
場
合
や
、
生
徒
の

辞
書
で
は
意
味
を
調
べ
ら
れ
な
い
単
語
が
あ
る
場
合
（
例
：
「
楝
」）

に
は
、
正
答
例
を
示
し
、
よ
り
多
く
の
生
徒
が
歌
詞
の
内
容
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
（
例
：
「「
楝
」
は
「
あ
う
ち
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、「
お
う
ち
」
と
読
み
ま
す
。
も
う
一
度
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
」

「「
楝
」
は
、「
栴せ
ん
だ
ん檀
」
の
古
い
名
前
で
す
」）。

生
徒
が
歌
詞
の
内
容
を
把
握
し
た
こ
と
を
再
度
確
認
し
、
次
に
、
歌

詞
に
使
わ
れ
て
い
る
技
巧
を
把
握
す
る
。
は
じ
め
に
、「
こ
の
歌
の
歌

詞
を
見
て
、
気
が
付
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
と
発
問
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
生
徒
か
ら
は
以
下
の
回
答
が
あ
っ
た
。

・ 「
歌
詞
の
文
字
数
が
、
五
・
七
・
五
・
七
・
七
と
、「
夏
は
来
ぬ
」
の
五

で
出
来
て
い
ま
す
」

・ 「
卯
の
花
」
と
か
「
時
鳥
」
と
か
「
早
乙
女
」
と
か
、
出
て
く
る

単
語
が
夏
の
言
葉
っ
ぽ
い
」

・ 「
単
に
夏
っ
て
い
う
よ
り
、
昼
と
か
夕
方
と
か
い
ろ
い
ろ
な
時
間

の
こ
と
が
書
か
れ
て
る
ね
」

・ 「
五
番
で
歌
詞
の
ま
と
め
に
入
っ
て
い
る
」

・ 「
蛍
の
と
こ
ろ
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
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次
に
、
生
徒
の
質
疑
応
答
の
例
を
挙
げ
る
。

「
卯
の
花
」
と
か
「
時
鳥
」
と
か
「
早
乙
女
」
と
か
、
出
て
く
る
単
語

が
夏
の
言
葉
っ
ぽ
い
！
」
│
「「
橘
」
も
「
水
鶏
」
も
そ
う
だ
よ
。」
│
「
辞

書
も
う
一
度
見
て
み
る
。」
│
「「
さ
み
だ
れ
」
も
そ
う
だ
ね
。」
│
「「
夕

月
」
は
違
う
っ
ぽ
い
ね
。」
│
「
辞
書
の
〈
季
〉
っ
て
何
？
」
│
「
季
語
。

祖
父
が
俳
句
を
よ
む
の
だ
け
れ
ど
、
俳
句
に
か
な
ら
ず
入
れ
る
季
節
の

言
葉
を
季
語
っ
て
い
う
。」
│
「
あ
ー
な
る
ほ
ど
！
夏
の
季
語
ば
っ
か

り
入
っ
て
い
る
ね
。」

こ
の
質
疑
応
答
で
は
、
歌
詞
の
中
に
見
ら
れ
る
「
夏
」
に
関
連
す
る

語
と
し
て
、
季
語
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
、
作

詞
者
の
佐
佐
木
信
綱
が
歌
人
で
あ
る
こ
と
、
俳
句
の
「
季
語
」
だ
け
で

な
く
、
和
歌
に
は
「
歌
語
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
こ
と
、
既
に
挙
が
っ

た
語
の
多
く
は
「
歌
語
」
で
あ
り
、「
季
語
」
と
同
じ
よ
う
に
歌
詞
に

季
節
感
を
与
え
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
引
き
続
い
て
次
の
事

例
で
は
「
歌
語
」
の
周
囲
の
表
現
に
つ
い
て
の
意
見
の
交
換
が
見
ら
れ
、

歌
詞
の
鑑
賞
が
行
わ
れ
た
。

「
単
に
夏
っ
て
い
う
よ
り
、
昼
と
か
夕
方
と
か
い
ろ
い
ろ
な
時
間
の

こ
と
が
書
か
れ
て
る
ね
。」
│
「
一
番
と
四
番
は
音
が
あ
る
け
ど
、
二

番
と
三
番
は
音
が
な
い
。」
│
「
で
も
蛍
と
か
花
と
か
動
い
て
る
よ

ね
？
」
│
「
三
番
に
は
匂
い
が
あ
る
よ
。」
│
「
国
語
便
覧
に
卯
の
花

と
か
橘
と
か
出
て
る
よ
。」
│
「
出
て
く
る
花
が
全
部
白
？
」
│
「「
楝
」

は
紫
だ
よ
。」
│
「
蛍
、
ホ
テ
ル
で
見
た
こ
と
あ
る
け
ど
、
緑
っ
ぽ
い

よ
う
な
白
っ
ぽ
い
よ
う
な
光
だ
よ
。
こ
れ
も
白
で
い
い
の
か
な
？
」
│

「
け
っ
こ
う
凝
っ
て
る
ね
。」
│
「
で
も
蛍
の
お
こ
た
り
な
ん
と
か
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
。」
│
「
た
ぶ
ん
前
の
み
た
い
に
（
筆
者
注
：
『
花
』『
鯉

の
ぼ
り
』）
な
ん
か
難
し
い
や
つ
じ
ゃ
な
い
？
」

こ
の
質
疑
応
答
で
は
、
歌
詞
の
内
容
が
、
様
々
な
場
所
や
時
間
帯
の

「
夏
」
を
描
い
て
い
る
こ
と
、
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
と
い
っ
た
五
感
に

訴
え
る
表
現
を
持
つ
こ
と
、「
蛍
」
の
表
現
に
、
四
月
・
五
月
に
学
習

し
た
〈
文
部
省
唱
歌
〉
に
あ
っ
た
よ
う
な
、
中
国
古
典
文
学
の
影
響
が

あ
る
可
能
性
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ

で
、
生
徒
の
多
く
が
小
学
校
の
卒
業
式
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
『
蛍
の
光
』
の
一
番
の
歌
詞
を
示
し
、
辞
書
を

引
く
こ
と
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
の
『
晋
書
』
に
あ
る
「
蛍
雪
」

の
故
事
と
の
関
連
を
提
示
し
た
。
ま
た
、「
夏
の
夜
」
と
「
蛍
」
の
関

係
に
つ
い
て
、『
枕
草
子
』
第
一
段
を
例
示
し
た
。
そ
の
結
果
、「
じ
ゃ

あ
、
和
歌
と
か
古
典
と
か
が
関
係
し
て
る
っ
て
こ
と
で
す
か
？
」
│
「
歌

人
だ
か
ら
？
」
│
「
そ
う
い
え
ば
五
七
五
七
七
っ
て
和
歌
だ
ね
。」
と

い
う
歌
詞
の
本
質
に
迫
る
質
疑
応
答
が
発
生
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
徒
の
質
疑
応
答
に
対
し
て
、
教
師
か
ら
の
指
示
や
説
明

は
極
力
控
え
た
。
た
だ
し
、『
夏
は
来
ぬ
』
に
は
、
中
学
一
年
生
に
と
っ

て
難
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
表
現
や
技
巧
が
多
い
こ
と
か
ら
、
生
徒
か

ら
質
問
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
さ
ら
に
意
見
が
出
る
よ
う
な
説
明
と
補

足
を
行
う
よ
う
に
工
夫
し
た
。
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こ
れ
ら
の
質
疑
応
答
の
後
、
歌
詞
の
斉
読
を
行
い
、
板
書
に
沿
っ
て

歌
詞
の
内
容
を
再
確
認
し
た
後
、〈
文
部
省
唱
歌
〉『
夏
は
来
ぬ
』
を
斉

唱
し
た
。

〔
整
理
段
階
〕

こ
の
授
業
を
ふ
り
返
っ
て
、
次
の
こ
と
を
確
認
し
た
。

①　

 〈
文
部
省
唱
歌
〉『
夏
は
来
ぬ
』
の
歌
詞
の
内
容
を
確
認
し
た
。

②　

 〈
文
部
省
唱
歌
〉『
夏
は
来
ぬ
』
の
歌
詞
を
詩
と
し
て
鑑
賞
し
、

夏
に
関
連
す
る
多
様
な
「
歌
語
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

様
々
な
視
点
か
ら
「
夏
」
が
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
五
感
を

意
識
し
た
描
写
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

③　

 

一
ヶ
月
間
、〈
文
部
省
唱
歌
〉『
夏
は
来
ぬ
』
を
歌
い
、
暗
誦
を

目
指
す
こ
と
、
ま
た
、
次
回
の
〈
文
部
省
唱
歌
〉
に
関
す
る
授

業
は
九
月
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

〔
本
時
の
評
価
〕

生
徒
に
〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
内
容
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

俳
句
・
和
歌
な
ど
の
日
本
の
伝
統
文
化
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

辞
書
や
国
語
便
覧
を
自
発
的
・
積
極
的
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
の
内
容
に
対
す
る
生
徒
の
興
味
を
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
を
、
詩
と
し

て
鑑
賞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
学
習
に
対
す
る
関
心
や
興
味
を
持

た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
生
徒
に
着
席
の
ま
ま
自
由
に
発
言
さ
せ
、
相
互
に
意
見
を
補

わ
せ
な
が
ら
質
疑
応
答
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
間
違
う
こ
と
に
対
す

る
生
徒
の
不
安
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
お
わ
り
に

本
研
究
の
目
的
は
、
中
学
校
国
語
教
材
、
特
に
和
歌
を
中
心
と
し
た

古
典
学
習
の
導
入
教
材
と
し
て
〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
利
用
す
る
こ
と
の

有
用
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

単
元
計
画
と
授
業
実
践
に
よ
っ
て
日
本
の
伝
統
的
な
言
語
芸
術
で
あ

る
〈
文
部
省
唱
歌
〉
の
歌
詞
の
内
容
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

と
も
に
、
生
徒
が
相
互
に
話
し
合
う
活
動
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

活
発
な
意
見
と
、
古
典
学
習
へ
の
動
機
づ
け
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
本
研
究
で
は
、
若
井
勲
夫
氏
の
提
言
に
あ
る
よ
う
に一
七
、
国
語
教

育
に
お
い
て
〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
「
詩
」
と
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
も
試

み
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
生
徒
が
歌
詞
の
技
巧
や
表
現
の
豊
か
さ
に

着
目
し
、
辞
書
や
教
材
を
積
極
的
に
調
べ
な
が
ら
学
習
し
よ
う
と
す
る

態
度
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
実
践
結
果
か
ら
〈
文
部
省
唱
歌
〉
が
、
中
学
生
に
対
す

る
国
語
教
材
と
し
て
有
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本
研
究
と
同
様
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の
試
み
と
し
て
、
十
一
月
に
設
定
し
た
〈
文
部
省
唱
歌
〉『
紅
葉
』
を

教
材
と
し
て
利
用
し
た
教
育
実
践
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
紅
葉
』
は
、
耳

に
な
じ
み
の
あ
る
曲
も
学
習
し
た
い
と
い
う
生
徒
の
要
望
に
沿
っ
て
選

定
し
た
。
実
践
を
行
っ
た
中
学
校
で
は
、
冬
期
休
業
を
利
用
し
て
『
小

倉
百
人
一
首
』
の
暗
記
を
課
題
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
伝
統

的
な
景
物
で
あ
る
「
紅
葉
」
と
和
歌
を
結
び
つ
け
て
指
導
を
行
っ
た
。

こ
の
試
み
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

国
語
科
の
授
業
で
、〈
文
部
省
唱
歌
〉
を
教
材
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

を
検
討
し
つ
づ
け
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
教
材
を
、
他
学
年
で
の
授
業

や
、
高
等
学
校
で
の
授
業
に
応
用
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
講
師　

日
本
近
世
文
学
）

注
一 

堀
内
敬
三
・
井
上
武
士
「
解
説
」『
日
本
唱
歌
集
』
岩
波
文
庫
緑
九
二
│

一
、

岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年

二 

注
一
の
堀
内
氏
・
井
上
氏
論
考
に
拠
る
。

三 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
第
十
三
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年

四 

福
嶋
美
知
子
「
教
室
か
ら
の
報
告　

―

唱
歌
・
童
謡
を
取
り
入
れ
た
授

業
の
試
み―

」『
拓
殖
大
学
日
本
語
紀
要
』
第
十
三
号
、
二
〇
〇
三
年
三

月

五 

中
村
佳
文
『
声
で
思
考
す
る
国
語
教
育　
〈
教
室
〉
の
音
読
・
朗
読
実
践

構
想
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
二
年

六 

注
五
の
中
村
氏
論
考
に
拠
る
。
中
村
氏
は
こ
の
な
か
で
、
竹
内
敏
晴
氏

の
教
育
実
践
を
例
に
あ
げ
、「
春
が
来
た
」
を
例
に
と
っ
た
内
容
の
吟
味

と
解
釈
の
作
業
に
触
れ
て
い
る
。

七 

若
井
勲
夫
「
唱
歌
・
童
謡
と
国
語
教
育
（
上
）（
下
）」『
京
都
文
教
短

期
大
学
研
究
紀
要
』
二
十
七
号
・
二
十
八
号
、
一
九
八
八
年
十
二
月
・

一
九
八
九
年
十
二
月

八 

若
井
勲
夫
「
唱
歌
と
現
代
文
学
（
一
）〜（
三
）」『
京
都
文
教
短
期
大

学
研
究
紀
要
』
第
三
十
五
号
〜
三
十
七
号
、
一
九
九
六
年
十
二
月
・

一
九
九
七
年
十
二
月
・
一
九
九
八
年
十
二
月

九 

兎
束
淑
美
「
生
涯
学
習
に
お
け
る
童
謡
・
唱
歌
の
位
置
づ
け―

地
域
に

お
け
る
活
動
の
歴
史
と
必
然
性―

 

そ
の
１
」『
上
田
女
子
短
期
大
学
紀

要
』
一
九
号
、
一
九
九
六
年
三
月

一
〇 

注
五
の
中
村
氏
論
考
に
拠
る
。

一
一 

注
七
の
若
井
氏
論
考
に
拠
る
。

一
二 

山
名
順
子
「
国
語
科
に
お
け
る
〈
伝
統
的
な
年
中
行
事
〉
の
利
用
の
研

究―

中
学
校
に
お
け
る
実
践
研
究―

」、『
言
語
活
動
の
充
実
を
目
指
す

教
科
・
領
域
の
指
導
法
に
関
す
る
研
究
│
教
員
養
成
の
た
め
に
│
』
川

村
学
園
女
子
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
教
育
学
専
攻
教
員
養
成
研

究
会
、
二
〇
一
五
年
三
月

一
三 

一
月
の
教
材
と
し
て
選
定
し
た
〈
文
部
省
唱
歌
〉『
雪
や
こ
ん
こ
』
は
、

同
時
期
に
学
習
し
て
い
た
教
科
書
の
単
元
で
あ
る
佐
々
木
瑞
枝
『
雪

や
こ
ん
こ
、
あ
ら
れ
や
こ
ん
こ
』（『
中
学
校
国
語
１
』、
光
村
図
書
、

二
〇
〇
四
年
）
の
文
章
中
に
歌
詞
の
一
部
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
単

元
学
習
の
補
助
教
材
と
し
て
選
定
し
た
。『
雪
や
こ
ん
こ
』
の
歌
詞
は
口

語
体
で
あ
り
、
歌
詞
の
内
容
も
平
易
で
あ
る
た
め
、
古
典
学
習
の
導
入

教
材
と
し
て
は
扱
わ
な
い
。

一
四 
注
一
の
堀
内
氏
・
井
上
氏
の
論
考
で
は
、
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
〜

九
五
年
）
お
よ
び
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
〜
〇
五
年
）
以
降
の
軍
歌
流

行
に
伴
っ
て
、
文
部
省
が
戦
意
高
揚
を
目
的
と
し
て
明
治
二
十
四
年
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中等国語教育における文部省唱歌利用の可能性

（
一
八
九
一
）
七
月
刊
行
の
『
国
民
唱
歌
集
』
に
軍
歌
を
掲
載
し
た
と
す

る
。
ま
た
、
林
癸
未
夫
氏
は
、
明
治
初
期
に
は
唱
歌
と
軍
歌
の
分
別
は

困
難
で
あ
っ
た
と
す
る
（
林
癸
未
夫
「
明
治
初
期
の
唱
歌
と
軍
歌
」、『
書

物
展
望
』
八
号
、
一
九
三
八
年
）。

一
五 
教
育
音
楽
講
習
会
編
纂
『
新
編
教
育
唱
歌
集
』
第
五
集
、
修
正
五
版
、

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
掲
載
。
の
ち
に
文
部
省
『
五
年
生
の

音
楽
』、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
採
用
さ
れ
た
。

一
六 

堀
内
敬
三
・
井
上
武
士
『
日
本
唱
歌
集
』
岩
波
文
庫
緑
九
二
│

一
、
岩
波

書
店
、
一
九
五
八
年

一
七 

注
七
の
若
井
氏
論
考
に
拠
る
。
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